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研究期間：平成２４～２７年度 

 

１．目的 

平成 23 年の東北地方太平洋沖地震で発生した津波は、海岸林に甚大な被害

もたらした。被災地の復興にあたっては、これら海岸林の再生・復興が不可

欠である。この研究では、津波による折損・根返りを免れながら、その後に

衰弱した個体の取り扱いと、再造成にあたっての対応、根系成長が貧弱な低

湿地箇所で根返り木が多かったことへの再造成時の対応、苗木活着率の向上、

初期成長の改善、植栽本数の見直しなどによる対応、津波に強く津波被害軽

減効果の高い林型の提示を対象に、海岸林の復興を科学技術面から支援する

ことを目的とする。 
 

２．全期間における研究成果の概要 

津波が侵入した海岸林でも自然に除塩され、また植栽木の生育状況から、少

なくともクロマツの植栽を見合わせる必要がないことを確認した。植栽成績

などから、条件の厳しい海側の植栽地ではクロマツの使用を推奨した。波力

減殺、樹木の耐性に関する数値シミュレーションに基づいて、津波被害軽減

機能の発揮を考慮しても、クロマツ林は適正密度に管理することが適当とし

た。津波が小さい時に波力減殺機能が過密林に劣る点は、適正密度のクロマ

ツ林の下層への広葉樹の導入で補えることを明らかにした。効率的な植栽手

段として、植栽可能期間が長く植栽作業負担が少ないコンテナ苗の有効性を

明らかにした。なお、クロマツの場合、水平根の発達の点から内面リブ式よ

りサイドスリット式のコンテナの方が適していた。苗木の活着・生育を確実

にするために、菌根菌付きのクロマツコンテナ苗を低コストで作る技術を開

発した。ただし、菌根菌がほとんど存在しない植栽基盤盛土では有効と考え

られたが、元々海岸林であった場所には植生が失われても菌根菌が生存して

おり、菌根菌付き苗を必要としないことが明らかになった。苗木不足を補い

その後の本数調整作業を軽減する低密度植栽については、防風対策を適切に

施すことで可能なことを明らかにした。なお、植栽基盤盛土はその造り方に

よっては、植栽には硬過ぎ、また、透水性か悪く根腐れを起こす可能性があ

ることを確認した。以上のことは、随時、現場からの問い合わせや各種委員

会、講演会等において速やかに伝えた。 
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５．評価結果の概要 

かつてない大面積で短期間に進められている海岸林復興事業を同時進行的に技術面

から支える研究として、4 年の研究期間に多くの成果が出されたことは高く評価でき

る。現場での課題に対して具体的な解決策を提案することがこの研究の大きな特徴で

あることから、現場で使えるワンポイント解説書は成果のアウトプットとして価値が

高い。早急に公表されることを期待する。多くの新知見が得られたにも関わらず、論

文数が少ないことに物足りなさを感じた。今後の発展性からも、論文として公表され

ることを強く望む。 
 

６．評価において指摘された事項への対応 

成果を論文として公表するとともに、成果普及用の冊子（ワンポイント解説書）

を速やかに刊行する。 
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